
地域日本語教育事業や多文化共生事業の始め方や見直しについて、
地域日本語教育の専門知識がある人に相談したい

3 月19日 (金)

豊富な経験と専門的な知識を持った

あいち地域日本語教育コーディーネーターが

みなさんのお悩みに寄り添いアドバイスします。

あいち地域日本語教育コーディネーターあいち地域日本語教育コーディネーターあいち地域日本語教育コーディネーターあいち地域日本語教育コーディネーター
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文部科学省　令和8年度　
「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用

愛知県　主催

どんなことをしたらいいか一緒に考えたい

外国人住民が増えているけど、何をすればいいか分からない

2027年

派 遣 対 象

愛知県内(名古屋市を除く)の市町村担当者等、国際交流協会、

地域の日本語教育に取り組む団体の皆様

派遣費用は
無料です

教室の在り方や継続について、現状や課題を整理したい



愛知県内の地域日本語教育や多文化共生分野の有識者や、
日本語教室を運営するNPOの代表等に委嘱しています。

豊富な経験をもとに、地域日本語教育に関する課題解決に向けた情報提供や
指導・助言を行う役割を担っています。

1団体あたり、2回まで派遣することができます。
1回あたり最大3時間の派遣時間となります。

地域日本語教育や多文化共生に関わることであればどんなことでもかまいません。
昨年度はこのような相談がありました。

多文化共生プランの改正に伴う基礎調査の内容／ボランティア不足と募集方法
初期日本語教室の課題整理／学習者の募集と教室に関わる人材の確保について

市内複数教室の連携・協働について／教室のカリキュラムについて
子どもの日本語教育の在り方について


あいち地域日本語教育コーディネーターとは？


何回まで派遣ができますか？


どんなことが相談できますか？

 



 



または

①件名を「コーディネーター派遣」とし、
　　　　　　　多文化共生推進室(tabunka@pref.aichi.lg.jp)宛にメールを送付

③派遣の実施

下記1〜9をメール本文に記載して送付。

※講演会や研修会への講師の派遣は対象外です。
【申し込み方法と実施の流れ】

このチラシに別添の
『2026年度コーディネーター派遣 申込書』に

必要事項を記入の上、送付。

別添の申込書はWebページからも
ダウンロードできます。

（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/tabunka/aichi-
coordinator2026.html）

②電話等で事前ヒアリング
派遣に必要な情報を事前に電話等でお伺いし、派遣の可否を決定します。

愛知県社会活動推進課多文化共生推進室 日本語教育推進グループ
電話：052-954-6102      E-mail：tabunka@pref.aichi.lg.jp
お問合せ：月〜金曜日(祝日・年末年始除く)     午前8時45分〜午後5時30分

【お問合せ】

1.市町村名または団体名　
2.担当課室名等
3.団体所在地　
4.担当者職名・氏名
5.電話番号　
6.FAX番号　
7.E-mailアドレス　
8.コーディネーターに相談したい内容
9.初回派遣希望日(第3希望まで記載)

④派遣後のアンケートにご協力ください

下記のいずれかの方法でお申し込みいただけます。

あいち地域日本語教育コーディネーターが訪問等により、相談に応じます。
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